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　〔症例〕特に既往のない 31歳男性．2019 年 6月頃より
知人に右側頬部腫脹を指摘され，2019 年 10 月に東京女
子医科大学東医療センター歯科口腔外科を受診した．右
側頬部腫脹以外に症状がなく，一旦経過観察となったが







































stageIV と診断した．CD4 陽性Tリンパ球数 325/μL，
HIV-RNA 8.5 copies/mL と HIVの病勢は落ち着いてお
り，抗HIV薬との相互作用を踏まえ，GnP療法を開始し
た．Day 8 に血小板 5.4×104/μL と Grade 2 の血小板減
少，Day15 に好中球 348/μLと Grade4 の好中球減少を
認め，顆粒球コロニー形成刺激因子（G-CSF）製剤を 2
日間投与した．2コース目からはさらに薬剤を減量し化
学療法を施行することとした．〔考察〕ARTによりHIV
感染者の予後は改善したが，悪性腫瘍合併の割合は増加
しており，今後化学療法を必要とする患者が増加するこ
とが見込まれる．HIV感染者はHIV感染による造血機能
障害を伴っていることが多く，化学療法による骨髄抑制
が発生しやすい傾向にあり，また，抗HIV薬の中には抗
腫瘍薬と相互作用を起こすものもある．これらの特徴を
念頭に注意深く化学療法を施行すれば，非感染者と同様
に治療法を選択できる可能性があると考える．
5．腎細胞癌に対する免疫チェックポイント阻害薬によ
り破壊性甲状腺炎と下垂体性副腎不全を発症した 1 症例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2内科）
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